
 平成２７年の新春を迎え、謹んでお慶びを申し上げます。 

 通常隣同士の県はライバル意識が強く、なにかにつけて隣県にだけは負けたくないというの
が一般的ですが、ことこの両毛地域は例外のようです。県という枠を超えた共通の文化の結び
つきがその一因と感じます。その結びつきの源が、中央を流れる渡良瀬川なのではないでしょ
うか。渡良瀬川という自然の大きな恵みが、この地の文化を育んできました。渡良瀬川は織物
や数々の工業製品を作るのに欠かす事のできないきれいな水を提供し、また交通の要衝として

も経済の発展を助けました。 

 しかしこの大いなる自然の恵みも、時として理不尽に牙を剥くことがあります。昨年の広島
豪雨災害や一昨年の伊豆大島豪雨災害など、毎年のように各地で甚大な自然災害が発生してお
ります。渡良瀬川では昭和２２年のカスリーン台風により、土砂災害や河川の氾濫がいたると
ころで発生し、数多くの尊い人命が失われました。 

 渡良瀬川河川事務所では、このカスリーン台風クラスの想定災害に対して安全となるよう、
上流域での砂防事業と中下流部の河川整備事業を進めております。砂防事業としては流出土砂

を抑制するための山腹工や砂防堰堤の整備、床固群の整備などを実施しております。河川整備
については、既設堤防の強化や支川秋山川における築堤工事等を実施しております。 

 年度末に向けこれらの工事が本格化し、地域の皆様にもご迷惑をおかけいたしますが、皆様

とのコミュニケーションを大切にし、事故無く、命と「両毛地域」の暮らしや文化を守る質の
高いインフラとして仕上げてまいりますので、本年もよろしくお願いいたします。 
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 平成27年  1月  5日 

  国土交通省 

  渡良瀬川河川事務所 

            地域広報官 

「両毛地域」のシンボル 渡良瀬川の安全・安心を目指して 

渡良瀬川河川事務所長 堤  盛 良 

（写真：出初め式（平成２６年）の様子） 

 












